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総括審議官からのメッセージ

総括審議官　荒竹 宏之

人事院の

目次

中長期的に目指す将来像

多様な人材と才能が集まり、能力を発揮し磨きあう職場ーそれは、新たな課題に立ち向かうことができる、活力と創造
性の溢れる職場です。
私たち人事院は、皆が働きたいと思う、そんな公務を創り上げていきます。

多様な才能が集い磨きあう活気ある公務へ

職員共通の価値観

自由に自らの意見を述べ、異なる意見にも耳を傾けます。よりよい施策に向けて柔軟に発想します。 
■自由に異見を 

国民を常に意識し、国家公務員一人一人をはじめユーザーの立場で施策を考えます。
■ユーザー視点で 

国内外の様々な場所で様々な仕事をする国家公務員の実情を知り、施策に活かします。
■まなざし広く

常に自己研鑽し確かな知の蓄積を背景に、誠実・公平・客観的に施策を考え、責任を持って判断します。 
■プロフェッショナルとして

困難な課題にも挑戦します。変化を恐れず自ら積極的に行動を起こします。 
■失敗恐れず積極果敢に

私たち人事院は、国家公務員が働きがいを持って、いきいきと仕事ができる環境を創り出します。 これを通じて、行政
サービスの向上を実現し、国民の幸せを目指します。

公務員を元気に国民を幸せに
果たすべき使命MISSION

VISION

VALUE

MISSION  VISION  VALUE

若手職員の１日 ................................................. P.17

若手職員の１年 ................................................. P.18

若手職員アンケート ........................................... P.19

採用後の処遇等 ................................................. P.21

よくあるＱ＆Ａ ..................................................... P.22

総括審議官からのメッセージ ...................................P.01

人事院のMISSION VISION VALUE ..............P.02

一般職で採用された場合のキャリアパス ..............P.03

先輩職員からのメッセージ ........................................P.05

出向中職員からのメッセージ ...................................P.13

仕事と育児を両立する職員からのメッセージ .....P.15

　人事院は職員数約600名と、霞ヶ関のなかでは比較的小規模な組織です。このコンパクトであることの強

みを活かしてあなたを温かくお迎えします。

１．風通しの良い職場

　組織のトップである総裁とのランチミーティングをはじめ、若手から幹部までどんな役職の職員とも気軽に

対話する機会が数多くあります。

２．多様な自己成長の機会を選択できる職場

　ランチタイムに著名な有識者の講話を聴講できる場を定期的に利用できるほか、行政官長期・短期在外研究

員制度や官民人事交流制度等、さまざまな能力開発の機会を希望に応じて選択できます。

３．一人一人の職員を見守り育てる職場

　職場の上司（タテ）、採用同期の仲間（ヨコ）、院内横断的プロジェクトチームの先輩（ナナメ）といった

顔が見える関係にある職員に見守られ、安心して仕事ができます。
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一般職で採用された場合のキャリアパス

　ここでは一般職で採用されてからのキャリアパスについて紹介します。本院各局での勤務を中心に
概ね２～３年ごとに人事異動が行われます。
※掲載されているキャリアパスは一例であり、勤務成績や能力・適性により異なります。

人材局
研修推進課長補佐
(企画班)

部下を指導・監督し、課室で分担する
業務を責任を持って処理します。

課室の責任者として、業務管理、部下の指揮・
監督等のマネジメントを行うとともに、政策の
企画立案に係る重要な意思決定を行います。

02
STEP

係長級02
STEP

係長級
04
STEP

室長級・課長級04
STEP

室長級・課長級

北海道事務局
第一課長

地方公務員災害補償基金
補償課

内閣官房内閣人事局主査
（人材確保係担当）　

カジノ管理委員会事務局
総務企画部総務課
課長補佐

公正取引委員会
事務総局官房人事課
給与係長

他府省・他機関出向中の職員

四国事務局長

P.１２

政策の実現に向けて、実務の中
心的な役割を担います。業務の
管理、部下の指導・育成も重要
な業務です。

03
STEP

課長補佐級03
STEP

課長補佐級

P.１０

P.１１

給与局給与第三課
手当第三班主査

P.０７

会計課経理班
支出係長

P.０９

公務員研修所
教務部総務課
会計係長

P.０８

上司の指導の下、指示された業務に
従事します。制度担当部署、院内全
体や外部との調整を行うことが多い
です。

係員級係員級0101
STEPSTEP

会計課

人材局試験課

P.０５

P.０６

P.１３

P.１３

P.１４

P.１４

職員福祉局職員福祉課
総務班主査

公文書監理室
公文書管理専門官

育児中の職員

P.１５

P.１５

P.２１

人材局企画課

東北事務局第二課

若手職員の1日・1年
P.１７

P.１８

若手職員アンケート P.１９

採用後の処遇等・
　よくあるQ&A
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総合職　室長級・地方事務局長 一般職　係員級一般職　係員級

　業務に取り組む際は、「なぜこの業務が必要なのか」「照会
の意図は何か」といった根拠や目的を理解することを心がけ
ています。背景や事情を把握することで、より適切で効果的な
対応を検討することが可能になります。また、目的を踏まえて
対応することで、「なぜこのような対応になるのか」を明確に
説明できるようになり、行政への信頼にもつながります。
　一方で、根拠の理解に時間をかけすぎると、迅速な対応が
難しくなってしまいます。そのため、自分だけでは判断が難し
い場合は、周囲の職員に相談することで、丁寧さとスピード感
の両立を図っています。

仕事をする上で心がけていることは何ですか

　就職先の選択は、とても大きな決断だと思います。

　少しでも人事院に興味を持っていただけたので

あれば、情報収集の一環として、説明会やイベント

にぜひ参加してみてください。業務内容だけでなく、

職場の雰囲気なども理解することができます。

　私が人事院を就職先として選択した決め手は、

職員の人柄の良さと、自分が人事院職員として働

いている姿が想像できたことでした。皆さんにも「こ

こで働きたい」と思える職場として、人事院を選んで

いただけたらとても嬉しいです。

人事院志望者へのメッセージ
　人事院は、国家公務員の採用から退職までを

様々な面から支える重要な役割を担っています。

比較的小規模な組織であるため、職員一人一人

にかかる期待が大きく、若手のうちから裁量ある

業務を任される機会も多くあります。部署によって

様々な角度から人事行政へのアプローチが異な

る点も魅力で、風通しがよく、尊敬できる先輩方

が多くいる温かみのある職場です。「人を支える

仕事がしたい」という志をお持ちの皆様、人事院

でお会いできることを楽しみにしています。

　人事院は、国家公務員の採用から退職までの間に必要な勤
務条件などの制度を所掌している機関です。各府省で実施さ
れる説明会に参加するうちに「様々な業務に携わる公務員を
支えたい」と考えるようになったことから、人事院を志望しま
した。
　また、公務員が安心して働けるような仕組みを作ることで、
より良い行政サービスが安定して提供できるようになり、結果
として安心・安全な国民生活につながります。自分の仕事がも
たらす影響の大きさに魅力を感じたことも、理由の一つです。

人事院を志望した理由は何ですか

　人事院に採用されて数年が経ち、より高いレベルの対応力
が求められていると感じています。
　これからは、周囲から「この人に相談すれば安心」と思って
もらえる職員になれるよう、専門的な知識の習得だけでなく、
相手の立場に立って考えられる柔軟な対応力や、信頼を築け
る人間力を伸ばしていきたいです。
　そのため、日々の業務の中で経験を積み重ねながら、周囲の
職員とも連携を取りつつ、常に前向きな姿勢で業務に取り組む
ようにしています。

仕事における今後の目標を教えてください

　今後の目標は、幅広い業務に対応できる汎用性の高い職員
になることです。人事異動により２～３年ごとに様々な部署で
勤務することになるため、現在の業務に直接関係のない仕事
であっても、将来的に役立つ可能性を意識し、積極的に取り組
む姿勢を大切にしています。また、業務に関する専門知識に加
えて柔軟性や適応力も欠かせないと考えています。様々な業
務を経験することで柔軟性や適応力を高め、どの部署でも力
を発揮できる職員として成長していきたいです。

仕事における今後の目標を教えてください

人材局試験課　令和2年入省

　仕事は個人の力だけでなく、周囲との連携によって成り立
つものだと考えています。そのため、自分が組織の一員であ
ることを常に意識し、業務分担に囚われすぎず、係全体が円
滑に機能するような行動を心がけています。丁寧な対応やコ
ミュニケーションを大切にし、ミスがあっても引きずらずにす
ぐ切り替え、前向きな思考で取り組むことを意識しています。
また、突発的な対応が求められる場面も多いため、日頃から
計画的に業務を進めることを意識しています。

仕事をする上で心がけていることは何ですか

　社会に貢献し、国民の生活を支える仕事がしたいという思
いから、国家公務員を志望しました。人事院の説明会で「国の
政策は国家公務員の机から生まれるが、国家公務員を支える
のが人事院の仕事である」という言葉を聞き、政策の基盤を
支える存在として必要不可欠な役割を担っていることに強く
魅力を感じました。
　また、職場見学を通じて、人事院職員として働く自分の姿を
具体的にイメージできたことも、入庁を希望する決め手となり
ました。

人事院を志望した理由は何ですか

先輩職員からのメッセージ

会計課　平成31年入省

人事院志望者へのメッセージ

2020年 官房部局総務課に配属。消耗品の管理や旅費の精算などの課
内庶務を担当するほか、幹部の秘書業務などを行う。

2021年 東北事務局総務課に着任。東北管内の国家公務員等を対象と
した研修業務を担当し、研修カリキュラム等の企画から運営ま
でを行う。

2024年 人材局企画課に着任。公務の仕事の内容やその魅力について
紹介するイベントの運営を行うほか、説明会において登壇者と
して国家公務員採用試験制度等の説明も行う。

2025年
現在

～ 人材局試験課に着任。専門職試験の担当として、国家公務員採
用試験の運営や結果処理、合格者の決定などの業務を行う。

入省時から現在までの業務

2019年 関東事務局総務課に採用。職員の勤務時間管理業務、給与支
給業務及び会計業務を担当。

2020年 関東事務局第二課に配属。任用制度の照会対応、学生向けの
募集活動の企画及び国家公務員採用試験の実施を担当。

2022年 事務総局人事課給与班に配属。人事院職員への給与支給業
務、初任給決定及び人件費関係業務を担当。

2025年
現在

～ 事務総局会計課主計班予算係に配属。予算要求業務や決算
関係業務、財務書類の作成業務等を担当。

入省時から現在までの業務

05 人事院



総合職　室長級・地方事務局長 一般職　係員級一般職　係員級

　業務に取り組む際は、「なぜこの業務が必要なのか」「照会
の意図は何か」といった根拠や目的を理解することを心がけ
ています。背景や事情を把握することで、より適切で効果的な
対応を検討することが可能になります。また、目的を踏まえて
対応することで、「なぜこのような対応になるのか」を明確に
説明できるようになり、行政への信頼にもつながります。
　一方で、根拠の理解に時間をかけすぎると、迅速な対応が
難しくなってしまいます。そのため、自分だけでは判断が難し
い場合は、周囲の職員に相談することで、丁寧さとスピード感
の両立を図っています。

仕事をする上で心がけていることは何ですか

　就職先の選択は、とても大きな決断だと思います。

　少しでも人事院に興味を持っていただけたので

あれば、情報収集の一環として、説明会やイベント

にぜひ参加してみてください。業務内容だけでなく、

職場の雰囲気なども理解することができます。

　私が人事院を就職先として選択した決め手は、

職員の人柄の良さと、自分が人事院職員として働

いている姿が想像できたことでした。皆さんにも「こ

こで働きたい」と思える職場として、人事院を選んで

いただけたらとても嬉しいです。

人事院志望者へのメッセージ
　人事院は、国家公務員の採用から退職までを

様々な面から支える重要な役割を担っています。

比較的小規模な組織であるため、職員一人一人

にかかる期待が大きく、若手のうちから裁量ある

業務を任される機会も多くあります。部署によって

様々な角度から人事行政へのアプローチが異な

る点も魅力で、風通しがよく、尊敬できる先輩方

が多くいる温かみのある職場です。「人を支える

仕事がしたい」という志をお持ちの皆様、人事院

でお会いできることを楽しみにしています。

　人事院は、国家公務員の採用から退職までの間に必要な勤
務条件などの制度を所掌している機関です。各府省で実施さ
れる説明会に参加するうちに「様々な業務に携わる公務員を
支えたい」と考えるようになったことから、人事院を志望しま
した。
　また、公務員が安心して働けるような仕組みを作ることで、
より良い行政サービスが安定して提供できるようになり、結果
として安心・安全な国民生活につながります。自分の仕事がも
たらす影響の大きさに魅力を感じたことも、理由の一つです。

人事院を志望した理由は何ですか

　人事院に採用されて数年が経ち、より高いレベルの対応力
が求められていると感じています。
　これからは、周囲から「この人に相談すれば安心」と思って
もらえる職員になれるよう、専門的な知識の習得だけでなく、
相手の立場に立って考えられる柔軟な対応力や、信頼を築け
る人間力を伸ばしていきたいです。
　そのため、日々の業務の中で経験を積み重ねながら、周囲の
職員とも連携を取りつつ、常に前向きな姿勢で業務に取り組む
ようにしています。

仕事における今後の目標を教えてください

　今後の目標は、幅広い業務に対応できる汎用性の高い職員
になることです。人事異動により２～３年ごとに様々な部署で
勤務することになるため、現在の業務に直接関係のない仕事
であっても、将来的に役立つ可能性を意識し、積極的に取り組
む姿勢を大切にしています。また、業務に関する専門知識に加
えて柔軟性や適応力も欠かせないと考えています。様々な業
務を経験することで柔軟性や適応力を高め、どの部署でも力
を発揮できる職員として成長していきたいです。

仕事における今後の目標を教えてください

人材局試験課　令和2年入省

　仕事は個人の力だけでなく、周囲との連携によって成り立
つものだと考えています。そのため、自分が組織の一員であ
ることを常に意識し、業務分担に囚われすぎず、係全体が円
滑に機能するような行動を心がけています。丁寧な対応やコ
ミュニケーションを大切にし、ミスがあっても引きずらずにす
ぐ切り替え、前向きな思考で取り組むことを意識しています。
また、突発的な対応が求められる場面も多いため、日頃から
計画的に業務を進めることを意識しています。

仕事をする上で心がけていることは何ですか

　社会に貢献し、国民の生活を支える仕事がしたいという思
いから、国家公務員を志望しました。人事院の説明会で「国の
政策は国家公務員の机から生まれるが、国家公務員を支える
のが人事院の仕事である」という言葉を聞き、政策の基盤を
支える存在として必要不可欠な役割を担っていることに強く
魅力を感じました。
　また、職場見学を通じて、人事院職員として働く自分の姿を
具体的にイメージできたことも、入庁を希望する決め手となり
ました。

人事院を志望した理由は何ですか

先輩職員からのメッセージ

会計課　平成31年入省

人事院志望者へのメッセージ

2020年 官房部局総務課に配属。消耗品の管理や旅費の精算などの課
内庶務を担当するほか、幹部の秘書業務などを行う。

2021年 東北事務局総務課に着任。東北管内の国家公務員等を対象と
した研修業務を担当し、研修カリキュラム等の企画から運営ま
でを行う。

2024年 人材局企画課に着任。公務の仕事の内容やその魅力について
紹介するイベントの運営を行うほか、説明会において登壇者と
して国家公務員採用試験制度等の説明も行う。

2025年
現在

～ 人材局試験課に着任。専門職試験の担当として、国家公務員採
用試験の運営や結果処理、合格者の決定などの業務を行う。

入省時から現在までの業務

2019年 関東事務局総務課に採用。職員の勤務時間管理業務、給与支
給業務及び会計業務を担当。

2020年 関東事務局第二課に配属。任用制度の照会対応、学生向けの
募集活動の企画及び国家公務員採用試験の実施を担当。

2022年 事務総局人事課給与班に配属。人事院職員への給与支給業
務、初任給決定及び人件費関係業務を担当。

2025年
現在

～ 事務総局会計課主計班予算係に配属。予算要求業務や決算
関係業務、財務書類の作成業務等を担当。

入省時から現在までの業務
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一般職　係長級

　人事院の業務を行っていると、他省庁の担当者と話す機会
があり、業務内容を教えていただいたり、職務上困っているこ
とを聞く機会があります。他省庁が日々、社会のために様々な
業務を行っていることを実感できると同時に、多くの省庁で
話を聞いて浮き彫りになった課題に対して、解決方法等を吟
味した上で、上司や周囲の職員の方々のサポートを受けなが
ら、制度の見直しを行うなどの形で、少しでも解決に向かえた
時には、微力ながら貢献できたかなとやりがいを感じます。

　皆さんは国家公務員や人事院にさまざまなイメージを

お持ちかと思います。

　ニュースや先輩などの話、このパンフレットで書かれて

いること。全て一片の真理かと思いますが、やはり今後自

分が働く職場には、説明会などで一度訪れてみたり、職

員の方のお話を聞いていただくことをおすすめします。

　実際に人事院との接点を持つと、こういう仕事をしてい

るのか、けっこう休暇もとれるんだな、こういう職場の雰囲

気なのかな、と自分が働いているイメージが湧いてくると

思います。

　是非、ご自身が働きたいと思える仕事を探していただ

き、その中に人事院があればうれしいです。

人事院志望者へのメッセージ

　私が人事院を就職先として選んだ理由として一

番の決め手になったのは、「この人と一緒に働きた

い」と思える先輩職員に出会ったことでした。就職

活動中の皆さんには、説明会で様々な職員の話を

聞くなどして、業務内容だけではなく、実際に働く

職員にも目を向けていただけたらと思います。

　国家公務員の「働く」を支えるのが人事院の使命

です。人事院のミッションである「公務員を元気に　

国民を幸せに」を私たちと一緒に実現しましょう！

　国家公務員が安心して働ける環境を整備し、職員一人一人
が力を発揮できるように支えるための仕事ができます。人事行
政に関わる仕事は各府省どこでも必要であり、自分が関わった
仕事は必ず誰かのためになっていることを、各府省の職員と話
す際に実感しています。
　また、人事院では一人一人が大切にされ、職員の方々もとて
も人柄がよいと感じています。異動で様々な部署に配属されま
すが、繁忙期にはチームで助け合って業務に取り組み、休憩時
には冗談を言い合えるような和気あいあいとした職場が多く、
安心して働ける組織風土です。

人事院の魅力は何ですか

やりがいを感じるのはどんなときですか  

　２～３年程度で人事異動のローテーションがあり、その度に研修、
給与、試験などの異なった分野の業務を行うことになりました。新
たな業務を行う中で、様々な知識を習得することや仕事のやり方に
慣れることに苦労することが多いですが、以前の業務での知識や
経験が思いがけないところで繋がり、業務の理解が深まった際に
は、人事行政の奥深さを感じると同時に、また一つ視野を広げて人
事行政を見ることができたといった自信になりました。

仕事を通じて成長したと感じるのはどんなときですか

　私はどのような仕事をするときにも、前回や前年よりも何か
１つでも改善して、よりよい状態にすることを心がけています。
そのため、自分なりに考え工夫して行った業務がうまくいった
ときにはやりがいを感じます。例えば、研修で扱うテーマを自
ら考え企画・実行し研修員から好評価を得たときや、例年不調
となっていた入札の実施時期を見直して行ったところ無事に
落札に至ったときには、自分で行った改善が実を結んで、非常
にやりがいを感じました。

やりがいを感じるのはどんなときですか  

給与局給与第三課手当第三班主査　平成28年入省

　若手の頃から仕事を任せてもらえること、自分で考えて実行
できること、意見を受け入れてもらいやすい環境があることが
人事院の魅力だと思います。小さな組織だからこそ、係員の頃
から主体となって業務を進める場面が多くあります。例えば、
私の場合、公務員研修所の研修実施担当時代には、１つの研修
の主担当として研修運営を任され、スムーズな研修実施につい
て自ら考え、同僚や上司に自分の考えを発信しながら仕事をし
ていました。指示されたことをただこなすだけではない仕事が
できることが人事院の魅力だと感じます。

人事院の魅力は何ですか

　視野が広がったことを感じたときに成長を実感します。係員
のうちは経験が少ないため、自分の業務のことしか目に入らな
いことが多いですが、いくつかポストを経験すると、業務の全
体像が見えてくることがあります。例えば、今私は公務員研修
所で仕事をしていますが、係員時代に公務員研修所で研修実
施を担当した経験があるからこそ、今の立場になって、研修全
体の流れが見えてきました。全体の流れがつかめると、円滑な
業務遂行に繋がります。
　また、視野が広がると自分に余裕ができ、ちょっとしたこと
では動じなくなります。様々な経験を重ねるうちに、ミスして
も冷静に対処方法を考えられたり、焦らずに一つずつ処理し
たりできるようになりました。
　視野が広がったことによって、業務を円滑に進められたり、
冷静に判断ができたりするときに、自身の成長を感じます。

仕事を通じて成長したと感じるのはどんなときですか

先輩職員からのメッセージ

公務員研修所教務部総務課会計係長　平成27年入省

人事院志望者へのメッセージ

2016年 人事課能率・厚生係：院内職員向け研修の企画・運営を担当。
研修で扱うテーマ等、自分で企画を考えて実現できることに
やりがいを感じた。

2018年 公務員研修所教務部教務第二課：各府省職員向け研修の実
施を担当。様々な関係者がいる中で、スムーズに研修を実施
するために、どのように段取りを組むかということを学んだ。

2020年 給与局給与第二課審査班：昇格・初任給決定協議の審査、級
別定数改定の査定を担当。給与制度への理解を深めた。ハー
ドな業務だったが、班員と助け合いながら繁忙期を乗り切っ
たときに、非常に達成感を感じた。

2022年 内閣官房内閣人事局主査（人材確保係担当）：内閣人事局に出
向し、国家公務員の中途採用広報等の業務に従事。既存の枠に
とらわれず、常に改善点を探しながら業務にあたった。制度改
正も初めて経験。

2024年
現在

～ 公務員研修所総務課会計係長：所内の会計業務全般を担当。
初めて部下ができる。係全体の業務や人間関係に目を配りな
がら、自分の業務を行うことに難しさを感じつつも、自身の成
長に繋がっていることを実感。

入省時から現在までの業務

2017年 公務員研修所教務部教務第一課に配属され、課長補佐級研修
や合同初任研修の担当として、研修の実施・運営に係る業務に
従事しました。

2018年 給与局給与第一課調査第一班に配属され、国家公務員の給与
制度等を検討するための基礎資料を得るため、職種別民間給
与実態調査の業務に従事しました。

2020年 人材局試験課に配属され、国家公務員採用試験の実施に係る
業務に従事しました。

2025年
現在

～ 給与局給与第三課手当第三班に配属され、諸手当に係る業務
に従事しています。

入省時から現在までの業務

一般職　係長級一般職　係長級
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一般職　係長級

　人事院の業務を行っていると、他省庁の担当者と話す機会
があり、業務内容を教えていただいたり、職務上困っているこ
とを聞く機会があります。他省庁が日々、社会のために様々な
業務を行っていることを実感できると同時に、多くの省庁で
話を聞いて浮き彫りになった課題に対して、解決方法等を吟
味した上で、上司や周囲の職員の方々のサポートを受けなが
ら、制度の見直しを行うなどの形で、少しでも解決に向かえた
時には、微力ながら貢献できたかなとやりがいを感じます。

　皆さんは国家公務員や人事院にさまざまなイメージを

お持ちかと思います。

　ニュースや先輩などの話、このパンフレットで書かれて

いること。全て一片の真理かと思いますが、やはり今後自

分が働く職場には、説明会などで一度訪れてみたり、職

員の方のお話を聞いていただくことをおすすめします。

　実際に人事院との接点を持つと、こういう仕事をしてい

るのか、けっこう休暇もとれるんだな、こういう職場の雰囲

気なのかな、と自分が働いているイメージが湧いてくると

思います。

　是非、ご自身が働きたいと思える仕事を探していただ

き、その中に人事院があればうれしいです。

人事院志望者へのメッセージ

　私が人事院を就職先として選んだ理由として一

番の決め手になったのは、「この人と一緒に働きた

い」と思える先輩職員に出会ったことでした。就職

活動中の皆さんには、説明会で様々な職員の話を

聞くなどして、業務内容だけではなく、実際に働く

職員にも目を向けていただけたらと思います。

　国家公務員の「働く」を支えるのが人事院の使命

です。人事院のミッションである「公務員を元気に　

国民を幸せに」を私たちと一緒に実現しましょう！

　国家公務員が安心して働ける環境を整備し、職員一人一人
が力を発揮できるように支えるための仕事ができます。人事行
政に関わる仕事は各府省どこでも必要であり、自分が関わった
仕事は必ず誰かのためになっていることを、各府省の職員と話
す際に実感しています。
　また、人事院では一人一人が大切にされ、職員の方々もとて
も人柄がよいと感じています。異動で様々な部署に配属されま
すが、繁忙期にはチームで助け合って業務に取り組み、休憩時
には冗談を言い合えるような和気あいあいとした職場が多く、
安心して働ける組織風土です。

人事院の魅力は何ですか

やりがいを感じるのはどんなときですか  

　２～３年程度で人事異動のローテーションがあり、その度に研修、
給与、試験などの異なった分野の業務を行うことになりました。新
たな業務を行う中で、様々な知識を習得することや仕事のやり方に
慣れることに苦労することが多いですが、以前の業務での知識や
経験が思いがけないところで繋がり、業務の理解が深まった際に
は、人事行政の奥深さを感じると同時に、また一つ視野を広げて人
事行政を見ることができたといった自信になりました。

仕事を通じて成長したと感じるのはどんなときですか

　私はどのような仕事をするときにも、前回や前年よりも何か
１つでも改善して、よりよい状態にすることを心がけています。
そのため、自分なりに考え工夫して行った業務がうまくいった
ときにはやりがいを感じます。例えば、研修で扱うテーマを自
ら考え企画・実行し研修員から好評価を得たときや、例年不調
となっていた入札の実施時期を見直して行ったところ無事に
落札に至ったときには、自分で行った改善が実を結んで、非常
にやりがいを感じました。

やりがいを感じるのはどんなときですか  

給与局給与第三課手当第三班主査　平成28年入省

　若手の頃から仕事を任せてもらえること、自分で考えて実行
できること、意見を受け入れてもらいやすい環境があることが
人事院の魅力だと思います。小さな組織だからこそ、係員の頃
から主体となって業務を進める場面が多くあります。例えば、
私の場合、公務員研修所の研修実施担当時代には、１つの研修
の主担当として研修運営を任され、スムーズな研修実施につい
て自ら考え、同僚や上司に自分の考えを発信しながら仕事をし
ていました。指示されたことをただこなすだけではない仕事が
できることが人事院の魅力だと感じます。

人事院の魅力は何ですか

　視野が広がったことを感じたときに成長を実感します。係員
のうちは経験が少ないため、自分の業務のことしか目に入らな
いことが多いですが、いくつかポストを経験すると、業務の全
体像が見えてくることがあります。例えば、今私は公務員研修
所で仕事をしていますが、係員時代に公務員研修所で研修実
施を担当した経験があるからこそ、今の立場になって、研修全
体の流れが見えてきました。全体の流れがつかめると、円滑な
業務遂行に繋がります。
　また、視野が広がると自分に余裕ができ、ちょっとしたこと
では動じなくなります。様々な経験を重ねるうちに、ミスして
も冷静に対処方法を考えられたり、焦らずに一つずつ処理し
たりできるようになりました。
　視野が広がったことによって、業務を円滑に進められたり、
冷静に判断ができたりするときに、自身の成長を感じます。

仕事を通じて成長したと感じるのはどんなときですか

先輩職員からのメッセージ

公務員研修所教務部総務課会計係長　平成27年入省

人事院志望者へのメッセージ

2016年 人事課能率・厚生係：院内職員向け研修の企画・運営を担当。
研修で扱うテーマ等、自分で企画を考えて実現できることに
やりがいを感じた。

2018年 公務員研修所教務部教務第二課：各府省職員向け研修の実
施を担当。様々な関係者がいる中で、スムーズに研修を実施
するために、どのように段取りを組むかということを学んだ。

2020年 給与局給与第二課審査班：昇格・初任給決定協議の審査、級
別定数改定の査定を担当。給与制度への理解を深めた。ハー
ドな業務だったが、班員と助け合いながら繁忙期を乗り切っ
たときに、非常に達成感を感じた。

2022年 内閣官房内閣人事局主査（人材確保係担当）：内閣人事局に出
向し、国家公務員の中途採用広報等の業務に従事。既存の枠に
とらわれず、常に改善点を探しながら業務にあたった。制度改
正も初めて経験。

2024年
現在

～ 公務員研修所総務課会計係長：所内の会計業務全般を担当。
初めて部下ができる。係全体の業務や人間関係に目を配りな
がら、自分の業務を行うことに難しさを感じつつも、自身の成
長に繋がっていることを実感。

入省時から現在までの業務

2017年 公務員研修所教務部教務第一課に配属され、課長補佐級研修
や合同初任研修の担当として、研修の実施・運営に係る業務に
従事しました。

2018年 給与局給与第一課調査第一班に配属され、国家公務員の給与
制度等を検討するための基礎資料を得るため、職種別民間給
与実態調査の業務に従事しました。

2020年 人材局試験課に配属され、国家公務員採用試験の実施に係る
業務に従事しました。

2025年
現在

～ 給与局給与第三課手当第三班に配属され、諸手当に係る業務
に従事しています。

入省時から現在までの業務

一般職　係長級一般職　係長級
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一般職　係長級

　これから社会に出られる（あるいは公務に入ってこら

れる）みなさんは、おそらく社会人として成長したいと思

いつつ、身につくべきスキルは何か、成長できる場所は

どこかと迷っておられるのではないでしょうか。その点、

公務は日本や世界で起きているありとあらゆる課題を

解決するために存在し、関連する様々な情報や人々の

知見が豊富に集まっている業界です。ヒト・情報・モノ（事

象）が集積する業界に身を置き、日々求められるマルチ

な役割を果たすプロセスの先に「スキル」や「強み」が必

然的に磨かれる環境へぜひ飛び込んでみてください。

人事院志望者へのメッセージ

　このパンフレットをお読みいただいているということ

は、就職先として国家公務員を視野に入れていただい

ているということで、まずはそのことに心から感謝申し上

げます。

　今、行政全体がたくさんの課題を抱えており、その課題

を解決するのは国家公務員です。人事院のミッションは、

その国家公務員全員がいきいきと働ける環境を創ること。

少しでも共感していただける方は、是非、人事院の説明会

などに参加してみてください。人事院の「人」の良さ、雰囲

気の良さを感じていただきたいです。お待ちしています！

人事院志望者へのメッセージ

　色々ありますが、やっぱり「人」ですね。
　人事院の職員、わずか600人ほどで人事行政の全てを支え
ていますので、一人一人が能力を発揮して、いきいきと業務に
取り組んでいますし、先輩職員と話をしていると、その専門性
の高さに驚かされます。例えば、給与制度の歴史に異常に詳し
かったりとか。給与制度マニアは多いです（笑）
　素敵な「人」に囲まれているので、忙しい時も、大きな仕事を
抱えている時も、もっと頑張ろうと思えます！

人事院の魅力は何ですか

　私は、未経験の仕事にチャレンジしたい性格なので、人事
課から異動の希望を聞かれたら「未経験の部署に行きたいで
す！」と果敢に希望し、異動後は「何これ…全然分からん…」と
いう状態から毎回スタートするのですが、それまでの部署での
知識や経験がいかせる場面も結構あって、そんな時は自分の
成長を感じます。
　人事院の場合、人事行政の各分野はそれぞれ密接に関係し
合っているので、例えば、給与制度の知識が別の制度の検討
にいかせたり、という場面が多いです。
　…でも、すごい先輩や同僚がたくさんいるので、「自分なん
てまだまだだな…」と思う時の方が多いです。そこは控えめな
性格なので（笑）

仕事を通じて成長したと感じるのはどんなときですか

　最近では、会計業務の合理化を達成した時に感じました。合
理化の詳しい説明は省略しますが、簡潔に言うと、それまでア
ナログだった事務をシステムで処理できるようにして、業務の
時短や負担軽減に繋がったものです。
　努力が実って国や組織に貢献できた時は、毎回とても嬉しく
なります。
　ちなみに、私は会計の初心者でしたので、何も分からない状
態からスタートしたのですが、合理化の達成に至るまでに、課
を超えて、多くの職員が快くサポートしてくれました。あらため
て人事院の「人」の良さを感じます。

やりがいを感じるのはどんなときですか  

　やはり仕事とプライベートの両立でしょうか。面白い仕事に
出会えると、相乗効果でプライベートもポジティブになります。
直近の仕事に役立つ文献をあさって読むうちに仕事だけでな
く中長期的なキャリアに思いを巡らせて勉強を始めたり、学生
時代の指導教授やOBOGたちと交流して新しい視点を得たり
する一方で、美術館やコンサートにも出かけることが多くなり
ます。うれしい悲鳴ではありますが、母の介護と家事をこなし
ながらそうした活動に向けるエネルギーを確保するのはなか
なか大変です。

仕事をしている中で大変だったことは何ですか

会計課経理班支出係長　平成19年入省

　仕事の枠組みを超えて局同士の横断的なネットワークが存
在していることかなと思います。職場環境や給与、人材育成と
いった各局の切り口から、「公務員を元気に、国民を幸せに」
というミッションに向かって人事制度を良くしようとするカル
チャーがあると思います。そのカルチャーを作っているのは、
根本的にヒトの多様性を認め合い、お互いの意見に耳を傾け
て良い制度を作ろうとする個々人の感性や価値観であり、こ
こに人事院の魅力があると感じます。

人事院の魅力は何ですか

　20年ほどのキャリアを振り返ると、意図していなかったポ
ストに就く度に成長できたように感じます。私は採用の頃から
組織内で歩みたいキャリアをイメージして希望を出すようにし
ていました。ただ、希望と異なる部署や自分では勇気がなくて
希望を出せなかったポストへ異動したことにより、新たな興味
が生まれキャリアに対する考え方が広がったり、予想していな
かった視点を得て人事制度のみならず社会の動きをより深く
理解するきっかけになったりしました。自分の意向を伝えつつ
も、新たな挑戦や試練に向き合った過去の自分と、それを温か
く見守ってくれた方々に感謝しています。

仕事を通じて成長したと感じるのはどんなときですか

先輩職員からのメッセージ

人材局研修推進課長補佐（企画班）　平成16年入省

係員級 国際課に配属され、日中韓人事行政ネットワークの立ち上げ
を担う。トップ会談の開催決定など、三カ国が長期的に交流
するための枠組み策定や、お互いの国家公務員制度の違い
に関する情報収集に注力。

係長級 関東事務局第二課任用係長に着任。初めて部下や後輩を率い
る立場になり、自らの経験を伝えつつ部下などから学ぶ姿勢
や人材を育てる役割意識が芽生え、公務員人生の大きな転換
点となった。

課長補佐級
現在

～ 研修推進課企画班に着任。「国家公務員に求められる能力」
を言語化する事業を実施すべく、関係各所へ事業の背景や
重要性、効果などを丁寧に説明しフィードバックを得て完成
形をブラッシュアップ。

入省時から現在までの業務

2007年 関東事務局で採用され、国家公務員採用試験の実施を担当。
試験を現場で取り仕切る実働部隊として大きな責任を感じつ
つ、無事に実施できた時は達成感を感じた。

2010年 事務総局人事課に配属。人事院職員の人事や給与に関する業
務を担う。人事院が定めている人事制度を使う立場に立ち、
人事院の持つ役割の重要性を実感。

2014年 地方公務員災害補償基金に出向し、同時に係長に昇任。新米
の係長として係全体のマネジメントを頑張りつつ、災害補償
制度を深く学ぶことができ、実りの多い出向だった。

2019年 近畿事務局にて、国家公務員の勤務時間・休暇や健康安全、
ハラスメントの防止等、幅広い制度を担当。他省庁の現場を
見る機会もたくさんあり、現場を通じて各種制度の重要性や
課題を認識。

2024年
現在

～ 事務総局会計課に配属となり、会計業務を通じて人事院の施
策を支援。現在は、会計業務の合理化や電子化にも取り組ん
でいる。

これまでの印象深い業務

一般職　課長補佐級一般職　係長級

○○○○○○○○局

09 人事院



一般職　係長級

　これから社会に出られる（あるいは公務に入ってこら

れる）みなさんは、おそらく社会人として成長したいと思

いつつ、身につくべきスキルは何か、成長できる場所は

どこかと迷っておられるのではないでしょうか。その点、

公務は日本や世界で起きているありとあらゆる課題を

解決するために存在し、関連する様々な情報や人々の

知見が豊富に集まっている業界です。ヒト・情報・モノ（事

象）が集積する業界に身を置き、日々求められるマルチ

な役割を果たすプロセスの先に「スキル」や「強み」が必

然的に磨かれる環境へぜひ飛び込んでみてください。

人事院志望者へのメッセージ

　このパンフレットをお読みいただいているということ

は、就職先として国家公務員を視野に入れていただい

ているということで、まずはそのことに心から感謝申し上

げます。

　今、行政全体がたくさんの課題を抱えており、その課題

を解決するのは国家公務員です。人事院のミッションは、

その国家公務員全員がいきいきと働ける環境を創ること。

少しでも共感していただける方は、是非、人事院の説明会

などに参加してみてください。人事院の「人」の良さ、雰囲

気の良さを感じていただきたいです。お待ちしています！

人事院志望者へのメッセージ

　色々ありますが、やっぱり「人」ですね。
　人事院の職員、わずか600人ほどで人事行政の全てを支え
ていますので、一人一人が能力を発揮して、いきいきと業務に
取り組んでいますし、先輩職員と話をしていると、その専門性
の高さに驚かされます。例えば、給与制度の歴史に異常に詳し
かったりとか。給与制度マニアは多いです（笑）
　素敵な「人」に囲まれているので、忙しい時も、大きな仕事を
抱えている時も、もっと頑張ろうと思えます！

人事院の魅力は何ですか

　私は、未経験の仕事にチャレンジしたい性格なので、人事
課から異動の希望を聞かれたら「未経験の部署に行きたいで
す！」と果敢に希望し、異動後は「何これ…全然分からん…」と
いう状態から毎回スタートするのですが、それまでの部署での
知識や経験がいかせる場面も結構あって、そんな時は自分の
成長を感じます。
　人事院の場合、人事行政の各分野はそれぞれ密接に関係し
合っているので、例えば、給与制度の知識が別の制度の検討
にいかせたり、という場面が多いです。
　…でも、すごい先輩や同僚がたくさんいるので、「自分なん
てまだまだだな…」と思う時の方が多いです。そこは控えめな
性格なので（笑）

仕事を通じて成長したと感じるのはどんなときですか

　最近では、会計業務の合理化を達成した時に感じました。合
理化の詳しい説明は省略しますが、簡潔に言うと、それまでア
ナログだった事務をシステムで処理できるようにして、業務の
時短や負担軽減に繋がったものです。
　努力が実って国や組織に貢献できた時は、毎回とても嬉しく
なります。
　ちなみに、私は会計の初心者でしたので、何も分からない状
態からスタートしたのですが、合理化の達成に至るまでに、課
を超えて、多くの職員が快くサポートしてくれました。あらため
て人事院の「人」の良さを感じます。

やりがいを感じるのはどんなときですか  

　やはり仕事とプライベートの両立でしょうか。面白い仕事に
出会えると、相乗効果でプライベートもポジティブになります。
直近の仕事に役立つ文献をあさって読むうちに仕事だけでな
く中長期的なキャリアに思いを巡らせて勉強を始めたり、学生
時代の指導教授やOBOGたちと交流して新しい視点を得たり
する一方で、美術館やコンサートにも出かけることが多くなり
ます。うれしい悲鳴ではありますが、母の介護と家事をこなし
ながらそうした活動に向けるエネルギーを確保するのはなか
なか大変です。

仕事をしている中で大変だったことは何ですか

会計課経理班支出係長　平成19年入省

　仕事の枠組みを超えて局同士の横断的なネットワークが存
在していることかなと思います。職場環境や給与、人材育成と
いった各局の切り口から、「公務員を元気に、国民を幸せに」
というミッションに向かって人事制度を良くしようとするカル
チャーがあると思います。そのカルチャーを作っているのは、
根本的にヒトの多様性を認め合い、お互いの意見に耳を傾け
て良い制度を作ろうとする個々人の感性や価値観であり、こ
こに人事院の魅力があると感じます。

人事院の魅力は何ですか

　20年ほどのキャリアを振り返ると、意図していなかったポ
ストに就く度に成長できたように感じます。私は採用の頃から
組織内で歩みたいキャリアをイメージして希望を出すようにし
ていました。ただ、希望と異なる部署や自分では勇気がなくて
希望を出せなかったポストへ異動したことにより、新たな興味
が生まれキャリアに対する考え方が広がったり、予想していな
かった視点を得て人事制度のみならず社会の動きをより深く
理解するきっかけになったりしました。自分の意向を伝えつつ
も、新たな挑戦や試練に向き合った過去の自分と、それを温か
く見守ってくれた方々に感謝しています。

仕事を通じて成長したと感じるのはどんなときですか

先輩職員からのメッセージ

人材局研修推進課長補佐（企画班）　平成16年入省

係員級 国際課に配属され、日中韓人事行政ネットワークの立ち上げ
を担う。トップ会談の開催決定など、三カ国が長期的に交流
するための枠組み策定や、お互いの国家公務員制度の違い
に関する情報収集に注力。

係長級 関東事務局第二課任用係長に着任。初めて部下や後輩を率い
る立場になり、自らの経験を伝えつつ部下などから学ぶ姿勢
や人材を育てる役割意識が芽生え、公務員人生の大きな転換
点となった。

課長補佐級
現在

～ 研修推進課企画班に着任。「国家公務員に求められる能力」
を言語化する事業を実施すべく、関係各所へ事業の背景や
重要性、効果などを丁寧に説明しフィードバックを得て完成
形をブラッシュアップ。

入省時から現在までの業務

2007年 関東事務局で採用され、国家公務員採用試験の実施を担当。
試験を現場で取り仕切る実働部隊として大きな責任を感じつ
つ、無事に実施できた時は達成感を感じた。

2010年 事務総局人事課に配属。人事院職員の人事や給与に関する業
務を担う。人事院が定めている人事制度を使う立場に立ち、
人事院の持つ役割の重要性を実感。

2014年 地方公務員災害補償基金に出向し、同時に係長に昇任。新米
の係長として係全体のマネジメントを頑張りつつ、災害補償
制度を深く学ぶことができ、実りの多い出向だった。

2019年 近畿事務局にて、国家公務員の勤務時間・休暇や健康安全、
ハラスメントの防止等、幅広い制度を担当。他省庁の現場を
見る機会もたくさんあり、現場を通じて各種制度の重要性や
課題を認識。

2024年
現在

～ 事務総局会計課に配属となり、会計業務を通じて人事院の施
策を支援。現在は、会計業務の合理化や電子化にも取り組ん
でいる。

これまでの印象深い業務

一般職　課長補佐級一般職　係長級

○○○○○○○○局
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一般職　課長補佐級

～心が軽くなった、あの一言～
　係長時代、業務に追われ、心の余裕を失いかけていたある
日、上司からメールが届きました。「何も心配することはあり
ません。班のメンバーはいつもあなたの味方です。」。胸の奥
にあったもやが晴れていくのを感じました。支えてくれる仲間
がいる――その実感が、私の背中をそっと押してくれました。
　以降、業務に前向きに取り組むことができ、無事にその忙し
い時期を乗り越えることができました。今でもあの言葉は、私
の心の支えです。
　人事院で働く魅力は、人事行政のプロフェッショナルとして
のやりがいだけではありません。困難な課題にも、チームとし
て支え合いながら向き合う風土が根付いています。人を大切
にし、互いに助け合う職場――それこそが、人事院のもう一つ
の大きな魅力だと私は感じています。

人事院の魅力は何ですか

～柔軟さと慎重さの狭間で～
　急速に変化する社会情勢や社会的要請に合わせて、公務員
としての在り方を柔軟に対応していく必要があります。しかし
ながら、公務員の公正･中立性という根本基準を犠牲にするよ
うなことがあってはなりません。既存の枠組みに安住すること
なく、変えていくべきものは積極的に見直し、一方で、守るべき
は確実に維持するという「柔軟さ」と「慎重さ」をバランス良く
併せ持ちながら、時代に即した効果的な施策を打ち出すことの
難しさに日々苦心しています。

仕事をしている中で大変だったことは何ですか

～解決策は一つじゃない～
　せっかちだった私は、係員の頃、上司の方に「結論を出すの
が早すぎる。もう少しじっくりと検討を重ねる必要があるので
はないか。｣と諭されたことがあります。一つの課題に対する解
決策は必ずしも一つであるとは限りません。いくつもの案を提
示し、それぞれの案のメリット･デメリットの検討を深めること
で、はじめて最も効果的で有効な解決策が見つかるということ
をこれまでの経験を通じて学ぶことができました。

仕事を通じて成長したと感じるのはどんなときですか

　人事院は職員数が600人あまりで、他府省と比べてもそれ
ほど大きな組織ではありませんが、その分職員同士の距離を
感じることはありません。若手職員でも幹部職員と接する機会
もあり自由に意見を言うことができたり、仕事に悩んだときは
上司や同僚に相談したりなど、支え合いながら安心して働くこ
とができます。
　また、人事院が勤務時間制度や両立支援制度を所掌してい
ることもあってか、フレックスタイム制やテレワークを積極的に
活用したり、女性職員だけでなく男性職員も仕事の状況を考
慮した上で育児休業を取得したりするなど、ワーク・ライフ・バ
ランスにも配慮された職場だと思います。

働きやすい職場

北海道事務局第一課長　平成12年入省

　人事院は、その名前に「人事」とあるとおり、国家公務員の人
事に関する仕事をしています。誰をどのポストに配置するのか
を考えるのは、各府省の人事担当部局となりますが、任免の基
準づくり、人材育成、勤務時間・休暇制度の企画立案、両立支援
策やハラスメント防止施策の推進、給与水準の設定や制度の策
定といった各種の人事に関連する制度や安心して働いていくた
めの勤務環境の整備などを担当しています。
　私自身は現在、人事院の地方機関の一つである四国事務局で
働いており、地方事務局（所）では採用試験や職員向けの研修を
実施したり、人事院が所管する各種人事制度が各機関において適
切に運用されているかどうかの調査や監査を実施しています。

人事院って何をしている？

　現在、人事院は国家公務員採用試験への申込者数の減少やブ
ラック霞が関などと言われる勤務環境について、採用試験の見直
し、能力・実績に基づく人事管理の推進、超過勤務の縮減、柔軟な
働き方の推進、給与制度のアップデートなど様々な面から改善に
向けて取り組んでいますが、常に人事上の課題に対して改革に取
り組んでいくことが必要です。国家公務員には多種多様な職員が
おり、その方々が働いている現場の状況を知らなければ何をどう
すべきか検討することができません。現場で働いている職員の状
況についてお話を伺い、また視察するなどして常に現場の状況を
把握していくことが重要です。
　また、概ね２、３年で異動することになり、他府省の場合、局に
よって仕事の内容が全く異なることがありますが、人事院の場合
は、どの部局の仕事も人事に関連するものであるため、それぞれ
の部局で学んだ知識や経験を他の部局でも活かすことができ、
人事行政のスペシャリストとして成長することができます。

成長できる職場

先輩職員からのメッセージ

四国事務局長　平成7年入省

　人事院の職員が話し合って令和６年１月に策定した

人事院のミッションは「公務員を元気に　国民を幸せ

に」です。人事院の仕事で国民と直接接する機会はそ

れほど多くはありません。しかし、安心して職務に専念

し活き活きと働くことができる環境を整え「公務員を元

気に」することで、国家公務員が行う行政サービスを向

上させ「国民を幸せに」することに繋がっていきます。

　人事院に興味をお持ちの方はもちろん、国家公務

員を志望しているがやりたいことがまだ見つかってい

ないという方は、「公務員を元気に　国民を幸せに」

というミッションの実現に取り組んでみませんか。

　人事院で一緒に働くことを楽しみにしています。

公務員を元気に 国民を幸せに

係員級 給与局第二課審査班で、級別定数の審査、改定作業に従事。
各府省における給与制度（俸給）の運用状況等を勉強するこ
とができ、その後の仕事に大いに役立った。

係長級 職員福祉局職員福祉課、給与局給与第二課、同第三課で制度
を担当。現状の課題を踏まえて、どのような制度が望ましい
のか、効果的な周知方法など検討した。

課長補佐級 他府省に出向（併任）。当初、知識・経験がなく非常に苦労し
たが、周囲の方々の助けもあり、何とか業務を進めた。出向
先で学んだ課題把握の考え方はとても勉強になった。

室長級
現在

～ 四国事務局長に就任。管内の行政機関、職員団体等の方々の
お話を伺って、事務局職員全員と議論しながら、当事務局で
できることを模索し、施策を実施している。

これまでの印象深い業務

係員級 初めての異動で地方事務局勤務となり、人事院の実施する業
務を網羅的に経験。その後、予算担当部署で院内各局との調
整や財政当局と交渉を行うとともに、同世代の他府省担当者
と現在も続く関係性を築く。

係長級 他府省関係機関への出向などを経て、採用試験の企画立案業
務などに従事。経験者を対象とした採用試験の創設のほか、
新たな任用の形態での採用枠組みの整備に携わる。忙しい日
が続いたが職場の雰囲気が良く充実した毎日を過ごす。

時代の要請に即した給与制度への転換を図るべく、短期間で
多くの課題解決が求められる中、院内関係者と他府省への施
策の説明、調整に奔走するとともに、若年層の処遇を大幅に
改善を含む人事院勧告の積極的なPR活動を行う。

課長補佐級
現在

～

これまでの印象深い業務これまでの印象深い業務

～未来を動かす“人”のしごと～

　人事行政に求められる施策は時代とともに

刻々と変化していきます。時代の要請に即した人

事行政施策とは何なのか、その施策をどのよう

に浸透させ実効性を高めていくのか。非常にや

りがいがあり、同時に責任感の伴う仕事が人事

院には多くあります。公務職場全体の魅力を高

めて、国家公務員がその能力を発揮できる環境

を構築することは、ひいては国民のために働くと

いうことに繋がるものです。まずは、説明会や官

庁訪問を通じて、人事院の魅力を感じてみてく

ださい。

人事院志望者へのメッセージ

一般職　室長級・課長級一般職　課長補佐級
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一般職　課長補佐級

～心が軽くなった、あの一言～
　係長時代、業務に追われ、心の余裕を失いかけていたある
日、上司からメールが届きました。「何も心配することはあり
ません。班のメンバーはいつもあなたの味方です。」。胸の奥
にあったもやが晴れていくのを感じました。支えてくれる仲間
がいる――その実感が、私の背中をそっと押してくれました。
　以降、業務に前向きに取り組むことができ、無事にその忙し
い時期を乗り越えることができました。今でもあの言葉は、私
の心の支えです。
　人事院で働く魅力は、人事行政のプロフェッショナルとして
のやりがいだけではありません。困難な課題にも、チームとし
て支え合いながら向き合う風土が根付いています。人を大切
にし、互いに助け合う職場――それこそが、人事院のもう一つ
の大きな魅力だと私は感じています。

人事院の魅力は何ですか

～柔軟さと慎重さの狭間で～
　急速に変化する社会情勢や社会的要請に合わせて、公務員
としての在り方を柔軟に対応していく必要があります。しかし
ながら、公務員の公正･中立性という根本基準を犠牲にするよ
うなことがあってはなりません。既存の枠組みに安住すること
なく、変えていくべきものは積極的に見直し、一方で、守るべき
は確実に維持するという「柔軟さ」と「慎重さ」をバランス良く
併せ持ちながら、時代に即した効果的な施策を打ち出すことの
難しさに日々苦心しています。

仕事をしている中で大変だったことは何ですか

～解決策は一つじゃない～
　せっかちだった私は、係員の頃、上司の方に「結論を出すの
が早すぎる。もう少しじっくりと検討を重ねる必要があるので
はないか。｣と諭されたことがあります。一つの課題に対する解
決策は必ずしも一つであるとは限りません。いくつもの案を提
示し、それぞれの案のメリット･デメリットの検討を深めること
で、はじめて最も効果的で有効な解決策が見つかるということ
をこれまでの経験を通じて学ぶことができました。

仕事を通じて成長したと感じるのはどんなときですか

　人事院は職員数が600人あまりで、他府省と比べてもそれ
ほど大きな組織ではありませんが、その分職員同士の距離を
感じることはありません。若手職員でも幹部職員と接する機会
もあり自由に意見を言うことができたり、仕事に悩んだときは
上司や同僚に相談したりなど、支え合いながら安心して働くこ
とができます。
　また、人事院が勤務時間制度や両立支援制度を所掌してい
ることもあってか、フレックスタイム制やテレワークを積極的に
活用したり、女性職員だけでなく男性職員も仕事の状況を考
慮した上で育児休業を取得したりするなど、ワーク・ライフ・バ
ランスにも配慮された職場だと思います。

働きやすい職場

北海道事務局第一課長　平成12年入省

　人事院は、その名前に「人事」とあるとおり、国家公務員の人
事に関する仕事をしています。誰をどのポストに配置するのか
を考えるのは、各府省の人事担当部局となりますが、任免の基
準づくり、人材育成、勤務時間・休暇制度の企画立案、両立支援
策やハラスメント防止施策の推進、給与水準の設定や制度の策
定といった各種の人事に関連する制度や安心して働いていくた
めの勤務環境の整備などを担当しています。
　私自身は現在、人事院の地方機関の一つである四国事務局で
働いており、地方事務局（所）では採用試験や職員向けの研修を
実施したり、人事院が所管する各種人事制度が各機関において適
切に運用されているかどうかの調査や監査を実施しています。

人事院って何をしている？

　現在、人事院は国家公務員採用試験への申込者数の減少やブ
ラック霞が関などと言われる勤務環境について、採用試験の見直
し、能力・実績に基づく人事管理の推進、超過勤務の縮減、柔軟な
働き方の推進、給与制度のアップデートなど様々な面から改善に
向けて取り組んでいますが、常に人事上の課題に対して改革に取
り組んでいくことが必要です。国家公務員には多種多様な職員が
おり、その方々が働いている現場の状況を知らなければ何をどう
すべきか検討することができません。現場で働いている職員の状
況についてお話を伺い、また視察するなどして常に現場の状況を
把握していくことが重要です。
　また、概ね２、３年で異動することになり、他府省の場合、局に
よって仕事の内容が全く異なることがありますが、人事院の場合
は、どの部局の仕事も人事に関連するものであるため、それぞれ
の部局で学んだ知識や経験を他の部局でも活かすことができ、
人事行政のスペシャリストとして成長することができます。

成長できる職場

先輩職員からのメッセージ

四国事務局長　平成7年入省

　人事院の職員が話し合って令和６年１月に策定した

人事院のミッションは「公務員を元気に　国民を幸せ

に」です。人事院の仕事で国民と直接接する機会はそ

れほど多くはありません。しかし、安心して職務に専念

し活き活きと働くことができる環境を整え「公務員を元

気に」することで、国家公務員が行う行政サービスを向

上させ「国民を幸せに」することに繋がっていきます。

　人事院に興味をお持ちの方はもちろん、国家公務

員を志望しているがやりたいことがまだ見つかってい

ないという方は、「公務員を元気に　国民を幸せに」

というミッションの実現に取り組んでみませんか。

　人事院で一緒に働くことを楽しみにしています。

公務員を元気に 国民を幸せに

係員級 給与局第二課審査班で、級別定数の審査、改定作業に従事。
各府省における給与制度（俸給）の運用状況等を勉強するこ
とができ、その後の仕事に大いに役立った。

係長級 職員福祉局職員福祉課、給与局給与第二課、同第三課で制度
を担当。現状の課題を踏まえて、どのような制度が望ましい
のか、効果的な周知方法など検討した。

課長補佐級 他府省に出向（併任）。当初、知識・経験がなく非常に苦労し
たが、周囲の方々の助けもあり、何とか業務を進めた。出向
先で学んだ課題把握の考え方はとても勉強になった。

室長級
現在

～ 四国事務局長に就任。管内の行政機関、職員団体等の方々の
お話を伺って、事務局職員全員と議論しながら、当事務局で
できることを模索し、施策を実施している。

これまでの印象深い業務

係員級 初めての異動で地方事務局勤務となり、人事院の実施する業
務を網羅的に経験。その後、予算担当部署で院内各局との調
整や財政当局と交渉を行うとともに、同世代の他府省担当者
と現在も続く関係性を築く。

係長級 他府省関係機関への出向などを経て、採用試験の企画立案業
務などに従事。経験者を対象とした採用試験の創設のほか、
新たな任用の形態での採用枠組みの整備に携わる。忙しい日
が続いたが職場の雰囲気が良く充実した毎日を過ごす。

時代の要請に即した給与制度への転換を図るべく、短期間で
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課長補佐級
現在

～

これまでの印象深い業務これまでの印象深い業務

～未来を動かす“人”のしごと～

　人事行政に求められる施策は時代とともに

刻々と変化していきます。時代の要請に即した人

事行政施策とは何なのか、その施策をどのよう

に浸透させ実効性を高めていくのか。非常にや

りがいがあり、同時に責任感の伴う仕事が人事

院には多くあります。公務職場全体の魅力を高

めて、国家公務員がその能力を発揮できる環境

を構築することは、ひいては国民のために働くと

いうことに繋がるものです。まずは、説明会や官

庁訪問を通じて、人事院の魅力を感じてみてく
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人事院志望者へのメッセージ

一般職　室長級・課長級一般職　課長補佐級
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　公務員は、一つの組織で働き続けるイメージがあるかもし
れませんが、人事院では、他府省などに出向する機会があり
ます。現在の職場は、地方公共団体や総務省からの出向者が
多く、仕事の進め方や考え方などに関し、新たな気付きや刺
激を受けています。
　出向してみて感じた人事院の良さは、コミュニケーションの
取りやすさや風通しの良さです。若手も意見しやすい雰囲気、
職員の成長を応援する風土は、人を大切にする人事院だから
こそだと感じています。
　是非説明会や官庁訪問に足を運んでいただき、職員との対
話を通じて、この雰囲気を感じていただければと思います。

人事院の良さ

地方公務員災害補償基金補償課　平成31年入省

公正取引委員会事務総局官房人事課給与係長　
平成29年入省

出向中職員からのメッセージ

　私が現在所属している地方公務員災害補償基金は、地方公
務員が公務中や通勤中に負傷したり病気になったりした場合
に、その職員や遺族等に対する補償等を行う機関です。労災
の地方公務員版といったところです。

出向先からみる人事院

　私はここで、公務災害及び通勤災害の認定、全国にある支部
からの問合せへの対応などを担当しています。
　地方公務員の災害補償の制度やルールは、地方公務員の実
情を踏まえて決定していきますが、基本は人事院が所管する
国家公務員の制度に準拠しています。そのため日々の業務を
通して、人事院が国家公務員のみならず地方公務員へも大き
な影響力を与えていることを実感しています。

　私は現在、公正取引委員会事務総局官房人事課において、
職員の給与に関する業務を担当しています。具体的には、初任
給決定、昇格や昇給の処理、各種手当の認定など、職員に対す

出向先での業務を通じて実感する
人事院の役割の重要性

他省庁職員として人事院と向き合う経験

　担当業務の一つに、人事院に対する級別定数改定要求（職務
の級ごとの人員枠の変更を求めるもの）があります。これは、
特に困難な業務を担当する官職について、適用される職務の
級を引き上げるよう要求をするものであり、公正取引委員会の
一職員として人事院に対して折衝をすることになります。通常
であれば、人事院のカウンターパートとして関わる立場にある
各府省の職員として業務に当たることはありませんので、こう
したやりとりは出向ならではの貴重な経験となっています。

る給与支給に関わる重要な業務を行っています。これらの業務
は、人事院が所管する制度に基づいて行っているため、人事院
勧告などによる制度改正が職員の給与に直結することを実感
し、出向して以降、人事院が果たしている役割の重要性を改め
て感じています。また、給与制度にはある程度自由に運用でき
る余地があるので、公正取引委員会が抱える組織上の課題に
対して、どのように制度を活用したら解決に繋がるかを検討し
対応することもあります。出向前に培った知識や経験をいかし
つつ、職員の処遇改善に貢献できる点にやりがいを感じます。

　内閣人事局は、国家公務員の人事管理に関する戦略的中枢
機能を担う組織です。私は、人材確保の担当として、主に中途
採用に関する業務を担当しています。転職市場が活性化する
昨今、国家公務員も中途採用を積極的に行っていることをPR

出向を経験して

　内閣人事局には、各省庁、民間企業、地方公共団体といった
様々なバックグラウンドを持つ人材が集まっています。公務が
置かれている立場を俯瞰して課題を検討し、「人事」という共
通のテーマのもと、それぞれが情熱をもって業務に取り組む姿
に日々刺激を受けています。また、出向者が多い組織だからこ
そ、担当を超えてコミュニケーションを活性化させようという
動きも活発です。
　出向を通して、人事院にいるだけでは見えなかった景色を
見せてもらえていると感じています。また、一層人事領域に関
心を持つ経験となりました。
　人事院ではこのような出向の機会を用意してくれています
ので、ぜひ人事院に興味を持ってもらえたら嬉しいです。

内閣官房内閣人事局主査（人材確保係担当）　
平成29年入省

カジノ管理委員会事務局総務企画部総務課
課長補佐　平成15年入省

　カジノ管理委員会は令和２年に設立された若い組織で、職
員の大半は私のような他府省からの出向者で構成されていま
す。私は職員の人事・給与担当として、人材の確保・育成や、給
与決定等を担っています。職員のキャリア形成や処遇を左右す

活躍の舞台はたくさんあります

国家公務員のために働く国家公務員

２度の出向を通じて思うこと

　他府省への出向は今回で２度目となりますが、共通して言え
るのは、「人事院からの出向者」という事で、周囲の職員が業
務で色々と頼ってくださるという事です。これは、前任者達が
信頼関係を構築してくれた事に加え、組織としても人事院が他
府省から頼りにされているという事に他ならないと考えます。
　私自身、出向先の業務で困難な事案が発生すれば、人事院
の制度担当に問合せたり、相談して問題解決を図ることも多
くあります。
　今後も人事院が他府省から頼られる組織であり続けるよう、
私自身も人事行政の専門性を磨いていきたいと思います。

すべく業務に取り組んでいます。
　内閣人事局内で「人事院」という言葉を聞かない日はありま
せん。立場は違えど、全国の国家公務員が活躍できる土壌を整
えるため、日々連携して業務を進めています。人事院が先進的
に施策を推進している様子を目の当たりにして、改めて人事院
の立場の重要性を感じています。

る責任の大きい仕事ですが、これまでの人事院勤務で得た知
見が活きることも多く、やりがいを感じます。
　公務員は１つの組織にずっと勤務する印象があるかもしれま
せんが、出向により一時的に他府省等で勤務する機会もありま
す。人事院と異なる環境での勤務を通じ、仕事や人間関係の幅
を広げ、自分の成長に繋げることができるのは、出向の大きな
メリットであると思います。

13 人事院
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仕事と家庭の両立支援制度

両立支援制度の利用例ある　         のスケジュール

家族全員起床
朝食・家事・身支度

子どもを保育園に送り届け

テレワーク勤務開始
メールやチャットをチェック後、
優先度の高いタスクから順次処理

テレワーク勤務再開

（妻、子どもとともに帰宅）

毎日、昼休憩の時間を１時間から45分に短縮し、15
分早く退庁しています。そのほか、用事等に合わせて
勤務時間を変更することもあります。

フレックスタイム制

週１回、曜日固定でテレワークをしていますが、子供の行

事がある場合等にもテレワークを活用しています。

テレワーク

特に子供が小さな頃に利用する頻度が高かったです。
小学校３年生まで利用できるよう拡大されましたので、
小学校入学後も安心です。

子の看護休暇

Voice
１日

6:30

8:30
9:00

13:00

昼休み（フレックスタイム制に
より15分短縮）

12:15

17:30
業務終了
夕食・子どもとのふれあい

18:00

お風呂・家事19:15

就寝22:45

（妻、子どもの寝かしつけ）
家事の残り・必要に応じて
残務処理（超過勤務）・自由時間

20:15

▲ 休日に息子と過ごして
いるシーンです。平日はあ
まり一緒にいられないの
で、休日はたくさん遊んで
います！

育児と仕事を両立させるための秘訣は何ですか

　特に以下の２点が大事だと考えています。
　①「どんな制度が利用できるかを知っておくこと」です。私
は今は主にフレックスタイム制やテレワークを活用しています
が、育休復帰前は超過勤務の制限措置制度の利用なども検討
していました。利用できる制度を知っているかどうかで、両立
のしやすさはかなり変わってくると思います。
　②「急な予定変更に柔軟に対応できるよう、タスクのスケ
ジュールを適切に管理し、計画的かつ効率的に進めること」で
す。子育てをする職員に限った話ではありませんが、特に子が
小さいうちは、急な体調不良等により休暇を取得しなければ
ならない、ということがしばしば生じるため、子育てをする職

員にとっては、一層
心がけておく必要
があると思います。

育児と仕事を両立させるための秘訣は何ですか

　子供が小さな頃は、急に病気になることも多かったですが、
職場の協力はもちろん、夫や親族の協力、民間サービスを利用
するほか、両立支援制度を活用するなどして対応しました。
　現在、子供も大きくなり、体調不良の頻度も減りましたが、
保育園へのお迎えの関係で勤務時間に制限もあるため、優先
順位をつけて効率的に業務を行うよう意識しています。また、
急な休みに備え、上司や同僚にこまめに情報共有するよう心
がけています。
　来年、子供が小学校入学のため、環境・状況の変化等、心配

な点もありますが、周囲の
職員が両立支援制度を活
用しながら業務を行ってい
る様子を見て、うまく乗り
越えられるだろうと思って
います。

職員福祉局職員福祉課総務班主査 平成26年入省

公文書監理室公文書管理専門官 平成21年入省

　情報公開事務の担当をしており、人事院が保有する行政文
書に対する開示請求に関する対応を行っています。具体的に
は、請求者とのやりとりや人事院内の担当部署との調整、進
捗管理等を行っています。限られた期間内に複数の案件を同
時並行で対応することも多いため、迅速、丁寧に対応するよ
う心がけています。

現在どのような仕事をしていますか

▲ 休日は家族でお出かけしたり、
娘の推し活に付き添ったりしてい
ます。

仕事と育児を両立する職員からのメッセージ TIPS

　課の総務担当として、課内職員の出退勤管理、会計業務、庶
務的業務などを行っています。また、筆頭課の総務担当でもあ
ることから、局内の総務的事項のとりまとめも行っています。
比較的定型的な業務が多いため、慣れれば効率的に業務を進
めることができますが、課や局内の動向により業務量が左右
されることもしばしばあります。

現在どのような仕事をしていますか

国家公務員は仕事と家庭の両立支援制度が充実しており、ライフステージに応じた働き方ができる
ようになっています。 （https://www.jinji.go.jp/seisaku/kinmu/ryouritu.html）

産前休暇

早出遅出勤務
フレックスタイム制

休憩時間の短縮・延長

（令和7年10月時点）妊娠・出産・育児に関する制度の利用可能期間

女性が対象

男性が対象

育児休業
育児短時間勤務

保育時間

深夜勤務の制限、超過勤務の制限・免除
子の看護等休暇

育児時間
女性・男性
ともに対象

通勤緩和のための職専免
休息・補食のための職専免

通勤緩和のための休憩時間の短縮

業務軽減 令和６年度育児休業取得率

●女性：１００．０％
●男性：　９０．０％

※女性職員活躍と職員のワークライフバラ
ンス推進のための取組計画等の実施状況及
び女性活躍推進法に基づく女性の職業選択
に資する情報等（令和７年８月公表）

 

深夜勤務・時間外勤務の制限
健康診査・保健指導を受けるための職専免

産後休暇

配偶者出産休暇
育児参加のための休暇

妊娠妊娠 出生出生 １歳１歳 ３歳３歳 小学校入学小学校入学 卒業卒業小学校３年生小学校３年生

出生サポート休暇
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仕事と家庭の両立支援制度

両立支援制度の利用例ある　         のスケジュール

家族全員起床
朝食・家事・身支度

子どもを保育園に送り届け

テレワーク勤務開始
メールやチャットをチェック後、
優先度の高いタスクから順次処理

テレワーク勤務再開

（妻、子どもとともに帰宅）

毎日、昼休憩の時間を１時間から45分に短縮し、15
分早く退庁しています。そのほか、用事等に合わせて
勤務時間を変更することもあります。
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週１回、曜日固定でテレワークをしていますが、子供の行

事がある場合等にもテレワークを活用しています。

テレワーク

特に子供が小さな頃に利用する頻度が高かったです。
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小学校入学後も安心です。

子の看護休暇
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国家公務員は仕事と家庭の両立支援制度が充実しており、ライフステージに応じた働き方ができる
ようになっています。 （https://www.jinji.go.jp/seisaku/kinmu/ryouritu.html）

産前休暇

早出遅出勤務
フレックスタイム制

休憩時間の短縮・延長

（令和7年10月時点）妊娠・出産・育児に関する制度の利用可能期間

女性が対象

男性が対象

育児休業
育児短時間勤務

保育時間

深夜勤務の制限、超過勤務の制限・免除
子の看護等休暇

育児時間
女性・男性
ともに対象

通勤緩和のための職専免
休息・補食のための職専免

通勤緩和のための休憩時間の短縮

業務軽減 令和６年度育児休業取得率

●女性：１００．０％
●男性：　９０．０％

※女性職員活躍と職員のワークライフバラ
ンス推進のための取組計画等の実施状況及
び女性活躍推進法に基づく女性の職業選択
に資する情報等（令和７年８月公表）

 

深夜勤務・時間外勤務の制限
健康診査・保健指導を受けるための職専免

産後休暇

配偶者出産休暇
育児参加のための休暇
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人材局企画課　令和2年入省

出勤
フレックスタイム制を利用し、勤務開始時間を少しだけ
遅くしています。
出勤したらまずはメールとTeamsを確認し、共有もの
は後回し、依頼ものは優先といったタスク整理を行い
ます。

調査票の点検作業（本務）
本府省や地方機関から提出された調査票の数値に誤
りが無いか点検します。疑義がある場合は照会を行い
正しい数値になるようにデータを整えます。

オンライン会議（本務）
調査したデータは人事院内のみならず他府省からも
提供依頼があります。重要なデータのため、依頼元に
使用用途を確認し、用途と提供するデータとの間に認
識の齟齬がないよう会議を行うこともあります。

お昼休み
週に１度、職員と行きつけの大盛りパスタ屋さんへ行
きます。夜まで全くお腹が空かなくなります。

公務ブランディング会合（併任）
人材確保活動として、公務ブランディングのための府省
横断チームの会合に参加します。各府省が一丸となっ
て公務の魅力の言語化や発信に取り組んでいます。

調査票の作成（本務）
府省に赴いて、任用制度が適切に運用されているかを
確認する調査があります。調査する内容はその時の任
用制度によって異なるため、適切に任用制度の運用状
況を把握できるよう、調査票を更新します。

退庁
心身の健康のためホットヨガへ行きます。その後はカ
フェに吸い込まれるため、健康意識は迷走中です。

　本務である任用調査班では、国家公務員の任用制度に関
する調査や各府省で採用、退職した職員数等の調査を行っ
ています。調査結果は、メディアや国会の資料に活用される
こともあるため、責任感を持って取り組んでいます。
　併任している人材確保対策室では、説明会の実施やＳＮＳ
の発信等を行い、国家公務員の人材確保という大きな課題
に使命感を持って取り組んでいます。また、公務ブランディ
ングのための府省横断チームを発足し、府省の垣根を越え
た活動もしています。
　人事院には若手のうちから責任感・使命感を持って働け
る職場が広がっています。

現在の仕事内容

休日の過ごし方

一般職試験（大卒程度）第１次試験
試験が正確かつ確実に実施できるよう、万全に事前準
備を進めます。東北管内では３カ所で試験を実施する
ため、試験当日は他県に出張することもあります。

一般職試験（大卒程度）第２次試験
受験者への説明や提出書類の確認、試験結果の入力
など、様々な業務を行います。約２週間にわたる試験
を終えた後の達成感はとても大きいです。

国家公務員セミナー
対面だけではなくオンラインでもイベントを開催し、国
家公務員の魅力を発信する機会を増やしています。説
明や司会担当となる際は緊張するときもありますが、
参加者に「参加してよかった」と思っていただけるよ
うに頑張ります！

国家公務員ＰＲ動画等の作成
今年度は新たな取り組みとして、国家公務員について
紹介するＰＲ動画等を作成します。作成に向けて動画
出演者や撮影業者と入念に打合せを行います。

官庁ガイド
『東北ではたらく国家公務員たち』
の作成
東北管内の各機関について照会する冊子を作成する
ため、各機関へ原稿の作成依頼や、提出された原稿の
確認をします。完成した官庁ガイドは各種イベントで配
布したり、ＨＰにも掲載しています。

東北事務局第二課　平成30年入省

　東北管内で国家公務員採用試験や業務説明会などの採
用・人材確保活動を行っています。より多くの方に国家公
務員の魅力をお伝えし、公務への関心を高めていただくこ
とで、国家公務員志望者が増えるように、様々なイベントを
企画・運営しています。
　さらに、今年度は今後の人材確保活動に向けて東北事
務局の若手職員によるワーキンググループを設けました。
定期的にミーティングを行い、学生に近い視点を持つ若手
職員からのアイデアを取り入れることで、より効果的な広
報・啓発活動を実施できるよう取り組んでいます。

現在の仕事内容

休日の過ごし方
年に何回か旅行しています。年度始めに概ねの
業務スケジュールが決まっているため、休暇の
計画が立てやすいです。

ホットヨガ、カフェ（グルメ）巡り、旅行などをし
て気分転換しています。この日は企画課の職員
と休暇を取得して夢の国にいきました。

若手職員の 若手職員の
9:15

9:30

11:00

12:00

13:00

16:00

19:00

6月

7月

10月

12月

1月

東北地区・国家公務員合同業務セミナー
東北管内の国家公務員の機関が集まって、対面で合
同業務説明会を行います。事前にＨＰやＳＮＳ等でセ
ミナーについて告知し、当日は会場設営や参加者の
受付などを行います。

2月
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人材局企画課　令和2年入省

出勤
フレックスタイム制を利用し、勤務開始時間を少しだけ
遅くしています。
出勤したらまずはメールとTeamsを確認し、共有もの
は後回し、依頼ものは優先といったタスク整理を行い
ます。

調査票の点検作業（本務）
本府省や地方機関から提出された調査票の数値に誤
りが無いか点検します。疑義がある場合は照会を行い
正しい数値になるようにデータを整えます。

オンライン会議（本務）
調査したデータは人事院内のみならず他府省からも
提供依頼があります。重要なデータのため、依頼元に
使用用途を確認し、用途と提供するデータとの間に認
識の齟齬がないよう会議を行うこともあります。

お昼休み
週に１度、職員と行きつけの大盛りパスタ屋さんへ行
きます。夜まで全くお腹が空かなくなります。

公務ブランディング会合（併任）
人材確保活動として、公務ブランディングのための府省
横断チームの会合に参加します。各府省が一丸となっ
て公務の魅力の言語化や発信に取り組んでいます。

調査票の作成（本務）
府省に赴いて、任用制度が適切に運用されているかを
確認する調査があります。調査する内容はその時の任
用制度によって異なるため、適切に任用制度の運用状
況を把握できるよう、調査票を更新します。

退庁
心身の健康のためホットヨガへ行きます。その後はカ
フェに吸い込まれるため、健康意識は迷走中です。

　本務である任用調査班では、国家公務員の任用制度に関
する調査や各府省で採用、退職した職員数等の調査を行っ
ています。調査結果は、メディアや国会の資料に活用される
こともあるため、責任感を持って取り組んでいます。
　併任している人材確保対策室では、説明会の実施やＳＮＳ
の発信等を行い、国家公務員の人材確保という大きな課題
に使命感を持って取り組んでいます。また、公務ブランディ
ングのための府省横断チームを発足し、府省の垣根を越え
た活動もしています。
　人事院には若手のうちから責任感・使命感を持って働け
る職場が広がっています。

現在の仕事内容

休日の過ごし方

一般職試験（大卒程度）第１次試験
試験が正確かつ確実に実施できるよう、万全に事前準
備を進めます。東北管内では３カ所で試験を実施する
ため、試験当日は他県に出張することもあります。

一般職試験（大卒程度）第２次試験
受験者への説明や提出書類の確認、試験結果の入力
など、様々な業務を行います。約２週間にわたる試験
を終えた後の達成感はとても大きいです。

国家公務員セミナー
対面だけではなくオンラインでもイベントを開催し、国
家公務員の魅力を発信する機会を増やしています。説
明や司会担当となる際は緊張するときもありますが、
参加者に「参加してよかった」と思っていただけるよ
うに頑張ります！

国家公務員ＰＲ動画等の作成
今年度は新たな取り組みとして、国家公務員について
紹介するＰＲ動画等を作成します。作成に向けて動画
出演者や撮影業者と入念に打合せを行います。

官庁ガイド
『東北ではたらく国家公務員たち』
の作成
東北管内の各機関について照会する冊子を作成する
ため、各機関へ原稿の作成依頼や、提出された原稿の
確認をします。完成した官庁ガイドは各種イベントで配
布したり、ＨＰにも掲載しています。

東北事務局第二課　平成30年入省

　東北管内で国家公務員採用試験や業務説明会などの採
用・人材確保活動を行っています。より多くの方に国家公
務員の魅力をお伝えし、公務への関心を高めていただくこ
とで、国家公務員志望者が増えるように、様々なイベントを
企画・運営しています。
　さらに、今年度は今後の人材確保活動に向けて東北事
務局の若手職員によるワーキンググループを設けました。
定期的にミーティングを行い、学生に近い視点を持つ若手
職員からのアイデアを取り入れることで、より効果的な広
報・啓発活動を実施できるよう取り組んでいます。

現在の仕事内容

休日の過ごし方
年に何回か旅行しています。年度始めに概ねの
業務スケジュールが決まっているため、休暇の
計画が立てやすいです。

ホットヨガ、カフェ（グルメ）巡り、旅行などをし
て気分転換しています。この日は企画課の職員
と休暇を取得して夢の国にいきました。

若手職員の 若手職員の
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東北管内の国家公務員の機関が集まって、対面で合
同業務説明会を行います。事前にＨＰやＳＮＳ等でセ
ミナーについて告知し、当日は会場設営や参加者の
受付などを行います。
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給与局給与第一課

若手職員アンケート

Q1
人事院を志望した理由は？

A.庁訪問や説明会を通して、職員・職場の穏やか
な雰囲気に惹かれたからです。

A.試験業務や給与簿監査業務等の国家公務員全
体に貢献できる業務の幅広さに強く魅力を感
じて志望しました。

A.国家公務員の労働環境を整えることで、国民
全体に影響を与えられる点に魅力を感じまし
た。また、職員の穏やかな雰囲気に惹かれた
からです。

A.｢国家公務員を支える仕事｣を通じて、他者に寄
り添う意識を持ちながら働くことができる点
に魅力を感じたためです。

Q2
職場の雰囲気は？

A.沢山の方が気にかけてくれ、どのようなことで
も聞きやすい温かい職場だと感じます。そのお
陰もあり楽しく仕事ができています。

A.職員間のコミュニケーションが活発で、職員が
互いに助け合いながら働くことができる職場
だと感じます。

A.課内では、係を横断した交流があり、明るい雰
囲気があります。係間で協力することも多いの
で、会話もあり働きやすい職場です。

A.皆さん優しくて困ったことがあれば、自分の業
務外でも助け合ったり、何でも話したりできる
良い雰囲気です。

一般職試験で採用された若手職員に
アンケートを行いました。

Q3
採用前と採用後のギャップは？

A.想像以上に意見が言いやすく、風通しの良い
職場でした。悩んだときには相談しやすく、一
緒になって考えてくれます。

A.業務の幅が広いところです。日々の定型業務
だけでなく、プロジェクトチーム（ＰＴ）活動な
ど多様な取り組みに参加できます。

A.新しいことに挑戦できたり、フレックスタイム
制で勤務時間を調整できたりするので、想像
以上に柔軟な働き方ができるところです。

A.想像以上にデジタル化が進んでいる点です。
より効率的に業務を進めることが出来ます。

関東事務局第二課

Q4
仕事のやりがいは？

A.研修係として初めて研修を運営し、研修員ア
ンケートで「運営の方の動きがスムーズで良
かった」等の言葉をいただいたときにやりが
いを感じました。

A.煩雑な手順を踏む業務の効率改善を目的に
作ったシステムが、実際に業務に利用されてい
る様子を見て、やりがいを感じました。

A.院内全体で行われるものを主催した際、無事終
了した後様々な職員から労いの言葉をいただい
たときは、１つ大きい仕事を成し遂げられたと
いう達成感を感じました。

A.試験で使用した書類の内容について、改善案を
上司に提案し実際に反映されたとき、自身の行
動で業務をより良いものにできたと実感し、や
りがいを感じました。

人事課

中国事務局総務課

九州事務局第一課

人材局企画課

東北事務局総務課

Q5
学生時代の学部・専攻は？

法 
36％

文 
29％経済・経営 8％

社会 8％

教育 6％

商 2％

その他 11％

※採用４年目までの職員を対象に分類

会計課
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給与局給与第一課

若手職員アンケート

Q1
人事院を志望した理由は？

A.庁訪問や説明会を通して、職員・職場の穏やか
な雰囲気に惹かれたからです。

A.試験業務や給与簿監査業務等の国家公務員全
体に貢献できる業務の幅広さに強く魅力を感
じて志望しました。

A.国家公務員の労働環境を整えることで、国民
全体に影響を与えられる点に魅力を感じまし
た。また、職員の穏やかな雰囲気に惹かれた
からです。

A.｢国家公務員を支える仕事｣を通じて、他者に寄
り添う意識を持ちながら働くことができる点
に魅力を感じたためです。

Q2
職場の雰囲気は？

A.沢山の方が気にかけてくれ、どのようなことで
も聞きやすい温かい職場だと感じます。そのお
陰もあり楽しく仕事ができています。

A.職員間のコミュニケーションが活発で、職員が
互いに助け合いながら働くことができる職場
だと感じます。

A.課内では、係を横断した交流があり、明るい雰
囲気があります。係間で協力することも多いの
で、会話もあり働きやすい職場です。

A.皆さん優しくて困ったことがあれば、自分の業
務外でも助け合ったり、何でも話したりできる
良い雰囲気です。

一般職試験で採用された若手職員に
アンケートを行いました。

Q3
採用前と採用後のギャップは？

A.想像以上に意見が言いやすく、風通しの良い
職場でした。悩んだときには相談しやすく、一
緒になって考えてくれます。

A.業務の幅が広いところです。日々の定型業務
だけでなく、プロジェクトチーム（ＰＴ）活動な
ど多様な取り組みに参加できます。

A.新しいことに挑戦できたり、フレックスタイム
制で勤務時間を調整できたりするので、想像
以上に柔軟な働き方ができるところです。

A.想像以上にデジタル化が進んでいる点です。
より効率的に業務を進めることが出来ます。

関東事務局第二課

Q4
仕事のやりがいは？

A.研修係として初めて研修を運営し、研修員ア
ンケートで「運営の方の動きがスムーズで良
かった」等の言葉をいただいたときにやりが
いを感じました。

A.煩雑な手順を踏む業務の効率改善を目的に
作ったシステムが、実際に業務に利用されてい
る様子を見て、やりがいを感じました。

A.院内全体で行われるものを主催した際、無事終
了した後様々な職員から労いの言葉をいただい
たときは、１つ大きい仕事を成し遂げられたと
いう達成感を感じました。

A.試験で使用した書類の内容について、改善案を
上司に提案し実際に反映されたとき、自身の行
動で業務をより良いものにできたと実感し、や
りがいを感じました。

人事課

中国事務局総務課

九州事務局第一課

人材局企画課

東北事務局総務課

Q5
学生時代の学部・専攻は？

法 
36％

文 
29％経済・経営 8％

社会 8％

教育 6％

商 2％

その他 11％

※採用４年目までの職員を対象に分類

会計課
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採用後の処遇等 よくあるQ & A

　任用、給与、人材育成など人事行政の各分野は相互に関連していることから、人事院職員には、限られた分野の専門家ではな
く「人事行政のプロ」として活躍することが期待されています。このため、職員は、局をまたいで様々な分野の経験をしながら育
成されていくこととなります。
　一般職試験からの採用者については、総務的な業務を担当する他、２～３年程度のローテーションで異動を行う中で、能力・適
正に応じ、各局における政策の企画立案業務等も担当しつつ、将来の人事院を担う人材となるべく経験を積んでいただくことに
なります。なお、配属先については、毎年意向調査を行い、職員の希望を把握する機会を設けています。 

○配属先について

　最初は受験した地域試験の区分に応じた地域での勤務となりますが、その後は地域を越えて転勤することもあります。
　本院で採用された職員であれば、本院各局での勤務を中心としたキャリアパスを重ねていくことになりますが、地方事務局
（所）等に転勤する機会もあります。地方事務局（所）等に転勤した場合は、現地で２～３年勤務した後、再び本院に戻ってくる異
動が一般的です。
　また、他府省等への出向や、在外公館での勤務、短期在外研究員制度を利用した海外留学等を経験する機会もあります。

○出向や転勤について

※令和8年４月１日時点○採用後の処遇等

勤務時間

各種手当

昇給

初任給

賞与（ボーナス）

休暇等

＜大卒程度試験採用＞本院勤務の場合２８７，６００円
※東京都２３区に勤務する場合の地域手当、本府省業務調整手当を含む

扶養手当（子１３，０００円等）、住居手当（最高２８，０００円）、
通勤手当（１ヶ月あたり最高１５０，０００円）、超過勤務手当等

原則年１回、人事評価の結果に基づき実施

期末手当、勤勉手当として一般的には１年間に俸給・地域手当等の４.６5ヶ月分を支給

※新規採用職員（４月１日採用）の場合、採用年は１５日
　その他、病気休暇、特別休暇（夏季・結婚・出産・忌引・ボランティア等）、介護休暇等

※支給額は勤務成績等により異なる

１日７時間４５分

年次有給休暇２０日

　人事院は、性別、出身大学・学部等に
関係なく、人物本位で採用しており、女
性の採用も積極的に行っています。な
お、各地方事務局（所）でも採用を行う
場合があります。

　人事院では、国家公務員の人事行政に関する幅広い分野の業務を行うことから、①主体的に考え、②自ら行動することができる人材を求めてい
ます。また、各府省の人事担当者や職員団体など様々な人を相手に仕事をするので、③円滑な人間関係を構築できることも重要な要素です。

2021年度試験 2022年度試験 2023年度試験 2024年度試験

採用数 12 7 8 10

5 5 4 7うち女性数

2025年度試験

5

3

※上記は本院（関東事務局及び公務員研修所を含む。）での採用数です。

採用状況を教えてください。Q1

 人事院では、どのような人材を求めていますか。Q2

　人事院独自の研修としては、採用１年目に、人事行政一般についての基礎知識を習得するための新規採用職員研修、２年目には、国会業務を実
際に体験し仕組みや流れを体得する国会関係実務研修があります。さらに、３年目には総合職採用の同期職員と合同で中堅係員研修に参加してい
ただくなど、役職段階に応じた研修が用意されています。
　また、英語研修や統計研修など、年次に関わらず参加可能なテーマ別研修も複数用意されています。

　直近の年度におけるそれぞれの数値は下記のとおりです。

人事院では積極的に女性の採用・登用を行っており、多くの女性職員が活躍しています。

 採用後はどのような研修がありますか。Q3

月平均超過勤務時間と年次休暇取得日数を教えてください。Q4

女性はどのくらい活躍していますか。Q5

今後の業務説明会の予定は人事院の
ホームページに随時掲載予定です！
皆さんにお会いできることを楽しみ
にしています！！

人事院職員採用
公式キャラクター
ひとにゃんです♪

女性本省
課室長相当職の割合女性職員の割合 女性本省課長補佐・

地方機関課長相当職の割合

参考：２３府省平均8．９％参考：２３府省平均１6.7％参考：２３府省平均２5.3％

女
性
職
員
の
登
用
状
況

人事院職員採用情報 検索

23.6％

※女性職員活躍と職員のワークライフバランス推進のための取組計画等の実施状況及び女性活躍推進法に基づく女性の職業選択に資する情報等（令和７年８月公表）

▶22.1時間
令和６年度 
職員一人当たり月平均超過勤務時間
（本院勤務かつ超過勤務手当が支給される職員に限る。）

令和６年度 
職員一人当たり平均年次休暇取得日数 ▶16.6日

内閣官房、デジタル庁、
総務省、外務省、

海上保安庁、環境省、
衆議院事務局等

大使館等 公務員研修所、北海道、
東北、関東、中部、
近畿、中国、四国、
九州、沖縄

国内外の大学院等
（短期在外研究員制度、
国内研究員制度を利用）

出向や転勤の例

海外留学等地方事務局（所）等在外公館他府省・地方自治体等

39.6％ 31.6％

※女性国家公務員の登用状況のフォローアップ（令和7年11月公表）
※全て令和7年７月現在の値
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採用後の処遇等 よくあるQ & A

　任用、給与、人材育成など人事行政の各分野は相互に関連していることから、人事院職員には、限られた分野の専門家ではな
く「人事行政のプロ」として活躍することが期待されています。このため、職員は、局をまたいで様々な分野の経験をしながら育
成されていくこととなります。
　一般職試験からの採用者については、総務的な業務を担当する他、２～３年程度のローテーションで異動を行う中で、能力・適
正に応じ、各局における政策の企画立案業務等も担当しつつ、将来の人事院を担う人材となるべく経験を積んでいただくことに
なります。なお、配属先については、毎年意向調査を行い、職員の希望を把握する機会を設けています。 

○配属先について

　最初は受験した地域試験の区分に応じた地域での勤務となりますが、その後は地域を越えて転勤することもあります。
　本院で採用された職員であれば、本院各局での勤務を中心としたキャリアパスを重ねていくことになりますが、地方事務局
（所）等に転勤する機会もあります。地方事務局（所）等に転勤した場合は、現地で２～３年勤務した後、再び本院に戻ってくる異
動が一般的です。
　また、他府省等への出向や、在外公館での勤務、短期在外研究員制度を利用した海外留学等を経験する機会もあります。

○出向や転勤について

※令和8年４月１日時点○採用後の処遇等

勤務時間

各種手当

昇給

初任給

賞与（ボーナス）

休暇等

＜大卒程度試験採用＞本院勤務の場合２８７，６００円
※東京都２３区に勤務する場合の地域手当、本府省業務調整手当を含む

扶養手当（子１３，０００円等）、住居手当（最高２８，０００円）、
通勤手当（１ヶ月あたり最高１５０，０００円）、超過勤務手当等

原則年１回、人事評価の結果に基づき実施

期末手当、勤勉手当として一般的には１年間に俸給・地域手当等の４.６5ヶ月分を支給

※新規採用職員（４月１日採用）の場合、採用年は１５日
　その他、病気休暇、特別休暇（夏季・結婚・出産・忌引・ボランティア等）、介護休暇等

※支給額は勤務成績等により異なる

１日７時間４５分

年次有給休暇２０日

　人事院は、性別、出身大学・学部等に
関係なく、人物本位で採用しており、女
性の採用も積極的に行っています。な
お、各地方事務局（所）でも採用を行う
場合があります。

　人事院では、国家公務員の人事行政に関する幅広い分野の業務を行うことから、①主体的に考え、②自ら行動することができる人材を求めてい
ます。また、各府省の人事担当者や職員団体など様々な人を相手に仕事をするので、③円滑な人間関係を構築できることも重要な要素です。

2021年度試験 2022年度試験 2023年度試験 2024年度試験

採用数 12 7 8 10

5 5 4 7うち女性数

2025年度試験

5

3

※上記は本院（関東事務局及び公務員研修所を含む。）での採用数です。

採用状況を教えてください。Q1

 人事院では、どのような人材を求めていますか。Q2

　人事院独自の研修としては、採用１年目に、人事行政一般についての基礎知識を習得するための新規採用職員研修、２年目には、国会業務を実
際に体験し仕組みや流れを体得する国会関係実務研修があります。さらに、３年目には総合職採用の同期職員と合同で中堅係員研修に参加してい
ただくなど、役職段階に応じた研修が用意されています。
　また、英語研修や統計研修など、年次に関わらず参加可能なテーマ別研修も複数用意されています。

　直近の年度におけるそれぞれの数値は下記のとおりです。

人事院では積極的に女性の採用・登用を行っており、多くの女性職員が活躍しています。

 採用後はどのような研修がありますか。Q3

月平均超過勤務時間と年次休暇取得日数を教えてください。Q4

女性はどのくらい活躍していますか。Q5

今後の業務説明会の予定は人事院の
ホームページに随時掲載予定です！
皆さんにお会いできることを楽しみ
にしています！！

人事院職員採用
公式キャラクター
ひとにゃんです♪

女性本省
課室長相当職の割合女性職員の割合 女性本省課長補佐・

地方機関課長相当職の割合

参考：２３府省平均8．９％参考：２３府省平均１6.7％参考：２３府省平均２5.3％

女
性
職
員
の
登
用
状
況

人事院職員採用情報 検索

23.6％

※女性職員活躍と職員のワークライフバランス推進のための取組計画等の実施状況及び女性活躍推進法に基づく女性の職業選択に資する情報等（令和７年８月公表）

▶22.1時間
令和６年度 
職員一人当たり月平均超過勤務時間
（本院勤務かつ超過勤務手当が支給される職員に限る。）

令和６年度 
職員一人当たり平均年次休暇取得日数 ▶16.6日

内閣官房、デジタル庁、
総務省、外務省、

海上保安庁、環境省、
衆議院事務局等

大使館等 公務員研修所、北海道、
東北、関東、中部、
近畿、中国、四国、
九州、沖縄

国内外の大学院等
（短期在外研究員制度、
国内研究員制度を利用）

出向や転勤の例

海外留学等地方事務局（所）等在外公館他府省・地方自治体等

39.6％ 31.6％

※女性国家公務員の登用状況のフォローアップ（令和7年11月公表）
※全て令和7年７月現在の値

総括審議官からのメッセージ

総括審議官　荒竹 宏之

人事院の

目次

中長期的に目指す将来像

多様な人材と才能が集まり、能力を発揮し磨きあう職場ーそれは、新たな課題に立ち向かうことができる、活力と創造
性の溢れる職場です。
私たち人事院は、皆が働きたいと思う、そんな公務を創り上げていきます。

多様な才能が集い磨きあう活気ある公務へ

職員共通の価値観

自由に自らの意見を述べ、異なる意見にも耳を傾けます。よりよい施策に向けて柔軟に発想します。 
■自由に異見を 

国民を常に意識し、国家公務員一人一人をはじめユーザーの立場で施策を考えます。
■ユーザー視点で 

国内外の様々な場所で様々な仕事をする国家公務員の実情を知り、施策に活かします。
■まなざし広く

常に自己研鑽し確かな知の蓄積を背景に、誠実・公平・客観的に施策を考え、責任を持って判断します。 
■プロフェッショナルとして

困難な課題にも挑戦します。変化を恐れず自ら積極的に行動を起こします。 
■失敗恐れず積極果敢に

私たち人事院は、国家公務員が働きがいを持って、いきいきと仕事ができる環境を創り出します。 これを通じて、行政
サービスの向上を実現し、国民の幸せを目指します。

公務員を元気に国民を幸せに
果たすべき使命MISSION

VISION

VALUE

MISSION  VISION  VALUE

若手職員の１日 ................................................. P.17

若手職員の１年 ................................................. P.18

若手職員アンケート ........................................... P.19

採用後の処遇等 ................................................. P.21

よくあるＱ＆Ａ ..................................................... P.22

総括審議官からのメッセージ ...................................P.01

人事院のMISSION VISION VALUE ..............P.02

一般職で採用された場合のキャリアパス ..............P.03

先輩職員からのメッセージ ........................................P.05

出向中職員からのメッセージ ...................................P.13

仕事と育児を両立する職員からのメッセージ .....P.15

　人事院は職員数約600名と、霞ヶ関のなかでは比較的小規模な組織です。このコンパクトであることの強

みを活かしてあなたを温かくお迎えします。

１．風通しの良い職場

　組織のトップである総裁とのランチミーティングをはじめ、若手から幹部までどんな役職の職員とも気軽に

対話する機会が数多くあります。

２．多様な自己成長の機会を選択できる職場

　ランチタイムに著名な有識者の講話を聴講できる場を定期的に利用できるほか、行政官長期・短期在外研究

員制度や官民人事交流制度等、さまざまな能力開発の機会を希望に応じて選択できます。

３．一人一人の職員を見守り育てる職場

　職場の上司（タテ）、採用同期の仲間（ヨコ）、院内横断的プロジェクトチームの先輩（ナナメ）といった

顔が見える関係にある職員に見守られ、安心して仕事ができます。
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一般職人事院
National Personnel Authority 先輩職員からのメッセージ

2026

人事院事務総局人事課

https://www.instagram.com/NPA_jinjiin/
人事院公式Instagram

人事院公式X
https://x.com/npa_jinjiin

人事院職員採用情報ページ
https://www.jinji.go.jp/jinjika/jinjika-saiyo.html

【アクセス】
東京メトロ日比谷線 虎ノ門ヒルズ駅下車 徒歩３分（A2a・ｂ番出口） 
東京メトロ銀座線 虎ノ門駅下車 徒歩３分（３番出口）  
東京メトロ南北線 溜池山王駅下車 徒歩５分（９番出口）

【住所】 〒105-0001 東京都港区虎ノ門２-２-３ 虎ノ門アルセアタワー　

研修所、各地方事務局（所）所在地
公務員研修所 〒358-0014　入間市宮寺3131 ☎04-2934-1291

北海道事務局 〒060-0042　札幌市中央区大通西12丁目 ☎011-251-2600

東北事務局 〒980-0014　仙台市青葉区本町3-2-23 ☎022-221-2001

関東事務局 〒330-9712　さいたま市中央区新都心1-1 ☎048-740-2001

中部事務局 〒460-0001　名古屋市中区三の丸2-5-1 ☎052-961-6830

近畿事務局 〒553-8513　大阪市福島区福島1-1-60 ☎06-4796-2171

中国事務局 〒730-0012　広島市中区上八丁堀6-30 ☎082-228-1181

四国事務局 〒760-0019　高松市サンポート3-33 ☎087-880-7440

九州事務局 〒812-0013　福岡市博多区博多駅東2-11-1 ☎092-431-7731

沖縄事務所 〒900-0022　那覇市樋川1-15-15  ☎098-834-8400

外務省

財務省

文部科学省

3番出口

9番出口

A2a・b番
出口

千代田線

銀座線

丸ノ内線

金融庁

特許庁

アメリカ大使館

外堀通り

首相官邸

国会議事堂

内閣府

経済産業省

人事院

虎の門
病院

虎ノ門
アルセアタワー 日
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☎03-3581-5311（代表）




